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ティーンズコーナー情報紙
年4回発行の季刊紙です。
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Ukyo Central Library
（公財）京都市生涯学習振興財団

読んでから見るか 見てから読むか
-映画・アニメの原作を読もう！-

近隣5館 コラボ企画

吉祥院図書館

『ぼくは明日、昨日のきみとデートする』
七月 隆文／著 宝島社

京都の美大に通うぼくがひと目惚れした女の子。
彼女に隠されている大きな秘密とは・・・？

お互いが大切に思い合うのが伝わるせつない恋物語。
読み終えると、最初から読み返したくなる作品です。
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『うた恋い。』
杉田 圭／著 メディアファクトリー
百人一首が漫画で描かれた作品です。
喜びや悲しみなど様々な思いが詰まった
和歌(うた)は、長い時を越えても

色褪せることなく詠み継がれています。
そんな歌人たちの思いを感じとってみてください。

『つくもがみ貸します』
畠中 恵／著 角川書店

時は江戸。古道具を扱う出雲屋では、
品物のつくもがみ達が毎日噂話でやかましい。

ある日持ち込まれた事件を店主の姉弟と共に解決へ
大活躍！温かくてほっこり切ない
人情噺をどうぞ。

洛西図書館

『小説映画ドラえもんのび太の月面探査記』
藤子・Ｆ・不二雄／原作 辻村 深月／著 小学館

のび太の信じる「月にウサギがいる」説がきっかけに
始まった冒険は、月世界を越えて、

宇宙の彼方にあるカグヤ星へ向かう！
直木賞＆本屋大賞作家・辻村深月のドラえもん愛に

満ち溢れる物語です。

久世ふれあいセンター
図書館

『線は、僕を描く』
砥上 裕將／著 講談社

両親を事故で失い、心が真っ白になってしまった
大学生の青山霜介は、墨だけで描く水墨画と出会い
自分の心と向き合っていく。水墨画の描写を通して、
世界の美しさや純粋さを感じ取れる一冊です。

西京図書館
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＜新着本から、物語の主人公を紹介します＞
書影は、「版元ドットコム」ほか、使用可能な画像です。

『ペーパー・リリイ』
佐原ひかり／著 河出書房新社

『夜がうたた寝してる間に』
君嶋彼方／著 KADOKAWA

『怪盗フラヌールの巡回』
西尾維新／著 講談社

・『ひんやり氷の本』 前野 紀一／監修 池田書店

・『キンギョはなぜ海がきらいなのか？』

金子 豊二／著 恒星社厚生閣

・『南極日和』 「南極日和」制作班／著 実業之日本社

・『宮沢賢治の元素図鑑』 桜井 弘／著 化学同人

・『ブラックホールに近づいたらどうなるか？』

二間瀬 敏史／著 さくら舎

様々な分野から本を集め、
「広がる世界」と題しま
した。新年の始まりに向
けて、自らの世界を広げ
てみるのはいかがで
しょうか？（I）
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